
開講期 単位数

科目[授業]名
開講形態　(隔週
偶数＝隔週2ｺﾏ)

種別 定員

履修可能学年 重複履修 全学開講

曜日時限

教室

代表教員

担当教員

テーマと到達目
標

概要

対面科目/オンラ
イン科目

授業計画
担当教員 (複数の教員が担当
する場合のみ記載)

授業方式

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

成績評価の基準

履修にあたって
の留意事項

オンライン授業
方式(同時双方向
型・オンデマン
ド型)の詳細

【種別】人数制
限（抽選）授業
の優先条件

2025年度前期 2.0単位

4221 運動生理学 週間授業

なし

全学年履修可 × ○

火曜4限

H405教室

山田　満月

山田　満月

運動により体内で起こる生理学的反応を理解し、説明できるようにする。また、習得した運動生理学の基礎知識を学校教育やスポーツ現
場において活用できるようにする。

ヒトが身体活動やスポーツを行ったときの筋・神経、呼吸循環、代謝、内分泌系の機能がどのような変化を示すのかを理解し、教育およ
びスポーツ現場で必要な運動生理学の基礎的な知識を学ぶ。

対面科目

オリエンテーション 対面授業

恒常性の維持とエネルギー供給系 対面授業

運動時のエネルギー供給系 対面授業

骨格筋の構造と働き 対面授業

骨格筋とスポーツ 対面授業

神経系とスポーツ 対面授業

呼吸器系とスポーツ 対面授業

循環器系とスポーツ 対面授業

内分泌系とスポーツ 対面授業

体液・血液とスポーツ 対面授業

スポーツとウエイトコントロール 対面授業

外的要因とスポーツ 対面授業

内的要因とスポーツ 対面授業

多様性とスポーツ 対面授業

総括 対面授業

授業への出席(20%)、授業内課題(20%)、期末試験(60%)を基に評価する。　　　　　　　　
期末試験を受けるためには、2/3以上の出席が必須である。

授業開始から20分経過後は欠席とする(電車遅延等の場合は出席を認める)。



◆教科書・教材

教科書以外に必
要な教材費用

教科書 教科書(ISBN)

参考文献 参考文献(ISBN)

特になし。毎時間資料を配布する。

中里浩一、岡本孝信、須永美歌子（2022）「１から学ぶ運動生理学【第3版】」有限会社
ナップ


